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要 旨 

国土地理院は，災害発生時に被災前後の状況を示

す様々な地理空間情報（写真情報，地殻変動情報，

地図情報）を Web 等により公開している．これらの

公開作業は地理空間情報を作成した部毎に行われる

場合と，電子国土 Web システム上にある程度集約し

て公開する場合がある．霧島山（新燃岳）の噴火に

あたり，地理空間情報部では院内各部で作成された

地理空間情報を電子国土 Web システム上で背景地図

に動的に重ね合わせ，情報発信する作業を実施した． 

作業を通じて，電子国土 Web システム（特に非プ

ラグイン版）での情報発信には課題があることが判

明した．院内各部で作成された画像情報を背景地図

へ重ね合わせる際に，画像情報のサイズ等によって

は，タイムアウトや透過処理の失敗などが発生する

ことがある．様々な制約のため，この課題を Web シ

ステムの機能変更という抜本的な方法によって解決

することは、現状では難しい．そこで，電子国土 Web

システム（非プラグイン版）の現状の基本機能を変

えることなく課題を解決するために，画像情報を背

景地図画像と同じサイズの矩形タイルに分割する手

法を考案した．分割した矩形タイル画像について地

図画像との合成，サイズ圧縮などの処理を施したの

ちに，電子国土 Web システム（非プラグイン版）の

背景地図として埋め込む方法と，電子国土 Web シス

テムを使わずに連続的に表示させる二つの方法を試

みた． 

 

１．はじめに 

地理空間情報部では，霧島山（新燃岳）の噴火に

対応して，院内各部で作成された地理空間情報を電

子国土 Web システムのもとで集約して情報発信する

作業に着手した．集約対象となった地理空間情報と

しては，現地撮影写真情報，地殻変動情報，地図画

像情報（火山基本図，デジタル標高地形図，地殻変

動分布図）が想定された．そこで，過去の幾多の災

害対応を通じて集積した重ね合わせ情報作成プログ

ラムを利用・改良することによって，各部の協力を

仰ぎつつ情報発信を行うに至った． 

ただし，地図画像情報の発信については課題を残

す結果となった．重ね合わせ情報を集約する母体と

なる電子国土 Web システムについては，現在では利

用者にプラグインソフトのインストールを要請しな

い非プラグイン版の利用を想定している．これはセ

キュリティの問題やベンダロックインの回避といっ

た視点を反映したものである．電子国土 Web システ

ム（非プラグイン版）では，地理空間情報の背景地

図への重ね合わせが，クライアント側でブラウザの

標準機能を用いることによって実現される．このた

め，重ね合わせることのできる地理空間情報の容量

には制約があり，数 100KB 程度以下が目安とされて

いる（電子国土事務局，2009）．地理空間情報が点型，

線型，ないし面型の複数の地物から構成される場合

には，情報を分割し，動的に切り替えながら読み込

むことによって制約を回避することがある程度可能

である．しかしながら，容量の嵩む画像ではこのよ

うな手法をとることは一般に困難である．そのため，

画像を背景地図に透過的に重ね合わせる操作がタイ

ムアウトしたり，透過処理が失敗する結果を招くこ

とになる．（本災害では，作成部とのやりとりを通じ

て,同症例を最終的に回避することができた．） 

プラグインのインストールを要請しないという前

提のもとで，重ね合わせ処理の問題をシステム上の

問題として解決するには，クライアント側での処理

をサーバ側に移すという解決策が考えられる．この

解決策を実行するには，既存の特許等の制約も踏ま

えた慎重な措置が必要であり，いつ発生するかわか

らない次の災害までに間に合う保障がない．電子国

土 Web システム（非プラグイン版）に備わっている

特性－プラグインソフトの非使用，クライアント側

での描画処理－の範囲内で，次の災害に備えた解決

策を提示する必要がある． 

 

２．地理空間情報部の対応 

地理空間情報部では霧島山（新燃岳）の噴火後，

院内各部で作成された地理空間情報を電子地図上に

集約し情報発信するため，平成 23 年２月 15 日に電

子国土 Web システムを利用した災害情報集約マップ

を立ち上げた．災害情報集約マップには複数の地理

空間情報が掲載されることが想定されたため，閲覧

スピードや画面上での情報密度の適正化の観点から，

情報種別毎にチェックボックスを配置し，利用者が

自由に情報を選択，重ね合わせできるようにサイト

の枠組みを構成した． 
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この災害情報集約マップに最初（２月 16 日）に掲

載されたのは，地理調査部（現応用地理部）で整備

された霧島山周辺（山頂近傍，北側，南側）のデジ

タル標高地形図画像である．同画像を背景地図の上

に透過的に重ね合わせ，画像の ON/OFF も動的に切り

替えることができるようにした（図－１）． 

 

 

図－１ デジタル標高地形図の重ね合わせ 

 

地理調査部からこの他に火山基本図の高精細 PDF 画

像を受領したので，背景地図上にデータ整備範囲を

矩形で表示し，ポップアップ（矩形にマウスをかざ

すことによって出現する属性表示）に PDF 画像への

リンクを配置した（図－２）． 

 

 

図－２ 火山基本図整備範囲の重ね合わせ 

 

同日，更に霧島山周辺の観測基線，電子基準点の

位置及び基線変化情報を掲載した．電子基準点の位

置にはアイコンを配置し，測地観測センターが作成

した基線変化グラフ資料ページへのリンクをポップ

アップ（アイコンにマウスをかざすことによって出

現する属性表示）に配置した（図－３）． 

 

 

図－３ 電子基準点配点情報の重ね合わせ 

 

翌日２月 17 日には，測図部（現基本図情報部）が

航空機より撮影した霧島山付近の斜め写真を掲載し

た．測図部からは写真（の格納場所）に加えて，撮

影位置の経緯度・撮影方向等の諸元情報を所定の形

式で受領しており，それらの情報に基づいて撮影方

向付のカメラアイコンを背景地図上に配置している．

このアイコンをクリックすることによって，別画面

で斜め写真を閲覧することができる（図－４）． 

 

 

図－４ 斜め写真の撮影位置・方向の重ね合わせ 
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２月 28 日には，測地部及び地理地殻活動研究セン

ターが作成した「だいち」合成開口レーダーによる

地殻変動分布図（小林ほか，2011）を掲載した．デ

ジタル標高地形図の場合と同様に，分布図画像を背

景地図の上に透過的に重ね合わせ,画像の ON/OFF も

動的に切り替えることができるようにした．３月１

日には，地理地殻活動研究センターが GPS データに

基づいて推定した変動源（山体の膨張の原因となっ

ているもの）の位置（今給黎ほか，2011）を追加し

た．両者を重ね合わせることで，山体の噴火前後の

状況を視覚的に比較することを可能とした（図－５）． 

以上に掲げたほか，斜め写真の追加等，情報の更

新を随時行った． 

 

 

図－５ 地殻変動分布図と変動源の重ね合わせ 

 

３．対応で生じた課題の解決策 

第２節で紹介した地理空間情報部の対応の結果と

して生じた課題については，第１節で詳述したとお

りである．この課題－電子国土 Web システム（非プ

ラグイン版）では容量の嵩む画像情報を背景地図に

重ね合わせて表示させることが困難である－を解決

する最も簡便な方法は，火山基本図や斜め写真と同

様に，画像の代表点や範囲を背景地図に重ね合わせ，

画像自体は（ポップアップ等を通じて）別画面で開

くというものである．これは電子国土 Web システム

の使用方法としては至って合理的であるが，他方画

像を背景地図と（透過的に）重ねて閲覧したいとい

うユーザのニーズには応えることができない． 

そこで，画像情報を背景地図と無理なく重ね合わ

せるための解決策を検討した．本節では解決策とし

て，２つの案を提案する． 

 

３．１ 背景地図化 

電子国土 Web システム上での描画処理は，背景地

図画像，重ね合わせ画像ともにクライアント側でな

される．ただし，背景地図画像は規則的でデータ容

量の小さい小矩形に分割されており，描画のための

処理負担が画像の重ね合わせ処理と比較してずっと

小さいため，描画処理が高速である． 

 

 

 

図－６ 画像情報（地殻変動分布図）の背景地図化 

 

そこで，重ね合わせ画像を背景地図化することを

試みる．第１ステップとして，受領した画像（デジ

タル標高地形図，地殻変動分布図）を，背景地図と

同じ秒数，画素数の小矩形タイルに分割する．第２

ステップとして，被分割画像と背景地図画像の合成

タイル画像を出力する．合成に当たっては，背景地

図画像の白色画素を被分割画像画素で置き換えるこ

とにより，透過重ね合わせと同等の効果を実現する

ようにする．第３ステップとして，合成タイル画像

を必要に応じて圧縮（JPEG 化）する．電子国土背景

地図と同じ画素数の小矩形タイルに分割されても，1
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タイルあたりのデータ容量が 100KB 未満でないと，

十分な閲覧スピードが得られないためである． 

以上によって得られた合成タイル群をサーバの所

定位置に格納した後，最後の第４ステップとして，

電子国土サイトが参照するシステムファイルを書き

換える．書き換え対象となるのは，背景地図の格納

場所や拡張子（デフォルトでは PNG 形式が指定され

ている）である．地理地殻活動研究センターから受

領した福島県浜通りの地震に対する「だいち」合成

開口レーダーによる地殻変動分布図画像（国土地理

院, 2011）を矩形分割し，背景地図画像と合成した

うえで，電子国土 Web システム上で閲覧できるよう

にしたテストサイトを図－６に示す． 

 

３．２ Web 技術の活用 

本節で紹介する取組みは電子国土 Web システムを

利用しない解決策であり，３．１節の第１ステップ

～第３ステップまでは全く同じであるが，最後の第

４ステップが異なる．３．１節の第４ステップで述

べた電子国土 Web システムファイルの書き換えは，

一般公開された電子国土 API の引数を調整するよう

な方式ではなく，非公開 API の引数調整やコードそ

のものの書き換えを必要とする．  

そこで，第４ステップとして電子国土 Web システ

ムを利用しない方法で合成画像を情報発信するとい

うのが本節の取り組みである．HTML5 の Canvas と呼

ばれる技術要素を用いて，デジタル標高地形図の分

割タイル画像と背景地図タイル画像を合成したタイ

ル画像群を閲覧させるテストサイトを図－７に示す．

電子国土 Web システムにこだわらない解決策を採用

するメリットは，更に新しい機能を追加する可能性

が広がることである．本事例では，Canvas の透過処

理機能を用いて，更に透過率を動的に切り替えつつ，

被災後のオルソ画像との切り替えができるような工

夫を追加している．ただし，現時点では，ブラウザ

は Google Chrome 専用であり，操作性には今後改善

の余地がある． 

 

４．まとめ 

霧島山（新燃岳）の噴火に伴う災害情報集約マッ

プの作成を通じて，地理空間情報部は院内各部で作

成された地理空間情報を発信した．情報発信の母体

として採用したのは電子国土 Web システム（非プラ

グイン版）であり，地理空間情報を背景地図と照ら

し合わせて閲覧することが可能となったが，プラグ

インを要請しないクライアント処理の Web システム

ゆえの限界も示される結果となった．そこで，電子

国土 Web システム（非プラグイン版）の潜在能力を

引き出すような情報発信方法や，そもそも電子国土

Web システムを利用しない情報発信方法についても

検討を行った．本検討を踏まえ，閲覧環境や災害の

特性を考慮しつつ，ユーザのニーズを満たすような

情報発信を心がけたい． 

 

 

図－７ 電子国土 Web システムを使わない事例 
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